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観光文化スポーツ部 令和７年度の主な施策の概要
観光文化スポーツ部

◎インバウンド誘客・繁閑の平準化
積極的なインバウンド誘客や冬季の重点的な誘客による閑散期の需要確保に加え、多様なマーケットへの対応により、観光消費の拡大を図り、観光
産業の生産性を高める。

◎交流の拡大を支える基盤づくり
交通ネットワークの利便性の向上や新県立体育館の整備に加え、スポーツ・文化芸術活動の促進、食品産業の競争力強化等を総合的に推進する。

対 応 方 針

• 賃金水準の低さや人材不足など、観光業の全国的な課題に加え、特に本県は人口減

少による県内マーケットの縮小のほか、冬季・端境期の需要の減少や全国に比べて

増加率が低い外国人宿泊者数などの課題を抱えている。

• 多様化する観光客のニーズに対応した魅力あるコンテンツの創出のほか、効果的な

誘客プロモーションや、エリアが一体となった観光地づくりの更なる展開が必要と

なっている。

• 食品製造業においては、小規模事業所が多く、製造品出荷額等が低い状況にある。

• 文化・スポーツ振興においては、担い手の確保や交流人口の拡大につながる取組が

求められている。

• 広域交通では更なる利便性の向上が、地域交通では各地域の実情に応じた効率的な

交通ネットワークの確保が課題となっている。

新たな地域交通の取組新県立体育館（イメージ）

主な課題・現状認識

• 延べ宿泊者数は令和５年実績で約３００万人泊であ

り、前年比で約２３万人泊の増となっているほか、

令和６年の客室稼働率（１～１０月）は好調を維持

しており、特にビジネスホテルにおいてはコロナ禍

前を上回っている。

• 観光消費額単価（県外宿泊客）は令和５年実績で

 ３３，３７２円であり、前年比で約４千円増となっ

ている。

• 台湾便は、令和５年１２月の就航から昨年１２月ま

での搭乗者数が延べ３５，７１５名となり、搭乗率

は９割を超え好調を維持している。

これまでの主な成果

観 光 産 業 の 持 続 的 な 成 長

インバウンド誘客・繁閑の平準化

交 流 の 拡 大 を 支 え る 基 盤 づ く り

冬季誘客の促進
宿泊施設の高付加価値化
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インバウンド誘客・繁閑の平準化

交流の拡大を支える基盤づくり

• 宿泊施設の高付加価値化等に向けた支援
• 多様な観光資源を生かしたコンテンツ等の磨き上げ
• 体験型コンテンツによる冬季誘客の推進
• 台湾便の利用促進や県内宿泊拡大に向けた支援

• ＤＭＰを活用したマーケティングと地域観光マネジメント力の強化
• デジタルデータを活用した情報発信
• 観光業における人材・人手確保対策
• ＤＭＯをはじめとする観光団体の育成支援

• ミルハスを活用した地域のにぎわい創出
• 文化芸術団体やトップスポーツ等と連携した交流人口の拡大

• 秋田の食をリードする食品事業者への支援
• 国内外に向けた秋田の「食」の販売強化や戦略的な

 ブランディングの支援
• 食品事業者におけるEC（電子商取引）サイトの有効活用

 の促進

• 路線バスやコミュニティ交通の維持確保に向けた運行支援
• 第三セクター鉄道の事業再構築の推進
• 大館能代空港の三往復運航定着に向けた取組の推進
• 航空会社との連携や空港利用促進協議会を主体とした取組による秋田空港の利用促進

• プロ演奏家の派遣等による質の高い文化芸術に親しむ機会の創出
• 読書活動の啓発や読書環境の整備

• 新県立体育館の整備に向けた設計・準備工事
• 県内に就職し競技継続を希望するアスリートと企業のマッチング・サポート
• 地域スポーツの振興に向けた総合型地域スポーツクラブと市町村等関係機関との連携強化

秋田県観光ＤＭＰ
（データ・マネジメント・プ
ラットフォーム）
：観光に関係する様々なデジ
タルデータを一つに集約した
データ基盤

魅力あるコンテンツの創出と誘客促進

スポーツ・文化による交流人口の拡大

ＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）の推進と受入態勢の整備

食品産業の競争力強化

スポーツ活動の促進と環境整備

交通ネットワークの維持・拡充

文化芸術活動の促進

食品事業者の生産性向上

プロ演奏家の派遣

第三セクター鉄道

インバウンドにも対応し
たコンテンツづくり
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データに基づく観光戦略推進事業について
観光戦略課

１ 目 的
秋田県観光ＤＭＰ（データ・マネジメント・プラットフォーム）を活用し、データに基づいた観光戦略の推進を図る

とともに、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）や宿泊事業者等による効果的・効率的な誘客に向けた取組を支援する。

２ 概 要
(１）秋田県観光ＤＭＰ活用事業 １１，０６３千円

秋田県観光ＤＭＰの運用のほか、データの質と量の充実による分析精度の向上を図るため、データを提供する宿泊
事業者の参加拡大や分析結果の活用促進に向けた支援等を行う。
・事業内容：秋田県観光ＤＭＰ運用・保守、宿泊事業者向けＤＭＰ説明会及びデータ活用研修会の開催 等
・委 託 先：(株)スプラウトジャパン 等（予定）

（２）ＤＭＰを活用した観光地域づくりレベルアップ事業【新規】 １０，０３９千円
ＤＭＯにおけるデータ活用専門人材の育成に向け、ＤＭＯと連携してＤＭＰを活用したデータ分析や施策の立案を

行うとともに、取組の成果やノウハウの横展開を図る。
・事業内容：データ分析、施策立案、事業成果報告会の開催 等
・委 託 先：企画提案競技により選定

３ 予算額 ２１，１０２千円
新しい地方経済・生活環境創生交付金 １０，３７４千円

一般財源 １０，７２８千円

（１）秋田県観光ＤＭＰ活用事業 １１，０６３千円
内 訳 ・報償費 ２４０千円

・旅費、需用費 ２０６千円
・委託料 １０，６１７千円

委託料の内訳 ・ＤＭＰの運用・保守 等 １０，６１７千円

（２）ＤＭＰを活用した観光地域づくりレベルアップ事業 １０，０３９千円
内 訳 ・旅費、備品購入費 等 ２６２千円

・委託料 ９，７７７千円
委託料の内訳 ・ＤＭＰデータ分析・手順書等の作成 ８，７９９千円

・成果報告会の開催 等 ９７８千円
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活 用分 析

秋田県観光ＤＭＰの概要

データ収集

【令和４～６年度】ＤＭＰの基盤整備、
データ収集・分析手法の実証

【令和７年度以降】データの質と量の充実による分析精度の向上、
   ＤＭＯ等・宿泊事業者におけるデータ活用促進・人材育成の支援

県

ＤＭＯ等

〇データに基づいた観光戦略の策定
〇より精度の高いデジタルプロモー
ション等の実施

〇ニーズに応じた観光コンテンツ開
発・受入態勢整備の推進
〇分析結果の共有による県内観光関
連事業者におけるＥＢＰＭの推進

等

〇エリアプロモーションの実施
〇周遊ルートや旅行商品の開発
〇観光コンテンツの磨き上げ
〇各エリアにおける分析結果の共有

等

〇ニーズに応じた商品プランの開発
〇予約者や予約日の傾向に合わせた
プロモーションの実施
〇顧客満足度向上のための取組 等

県内観光データ

【県内宿泊者データ】
〇参加宿泊施設からの提供データ
【統計データ】
〇観光地点等入込客数データ
〇観光地点パラメータ調査データ
【ウェブサイト等の閲覧者データ】
〇県観光公式ウェブサイト
〇県公式Facebookページ
〇県内ＤＭＯ運営のウェブサイト 等

消費購買動向データ旅行者動態データ広域観光データ

【旅行者動態データ（東北広域）】
〇携帯電話等位置情報データ
【消費購買動向データ（東北広域）】
〇クレジット決済データ

等

(例)スポット毎の旅行者属性の把握
（国籍・居住地別）

(例)地域における業種毎の消費動向
の把握（国籍・居住地別）

宿泊事業者

秋田県観光ＤＭＰポータル 県内宿泊者データ ウェブ閲覧者データ

※各種データにより傾向を把握

ＥＢＰＭ（データに基づく
施策立案）の推進
県全体の集客増・観光消
費額増

自社の売上増・
経営力強化

エリアマーケティン
グの推進
エリア内の集客増・
観光消費額増

・データ分析事例
・ＤＭＰ利用促進動画
・各種統計サイトへのリンク 等

＋

＋
関連情報

(例)エリア内宿泊者の性・年代・居
住地、単価、予約タイミングの把握

(例)閲覧者の属性や関心度、当該サ
イトへの到達経路の把握
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観光施設魅力向上事業について 

観光戦略課 

施設名 事業内容 
予算額

（千円） 

たざわ湖スキー場 
かもしかクワッドリフト点検整備 24,946 

スキーセンター「レラ」屋上防水改修 21,877 

秋田ふるさと村 
屋上防水層更新 43,306 

受電設備用ブレーカー更新 等 25,482 

男鹿水族館 
ペンギン水槽改修 21,385 

加圧給水ポンプ制御ユニット更新 等 24,141 

十和田ホテル 給水ろ過装置制御盤更新 7,853 

フォレスタ鳥海 客室内空調送風機更新 等 12,479 

秋の宮山荘 エレベーター改修 等 30,596 

新玉川地区整備基盤施設 浄水場シャッター更新 27,492 

玉川温泉大橋・黒森橋 橋梁点検 4,574 

 

１ 目 的 

 
 

県有観光施設の魅力向上による観光誘客の促進を図るた

め、利用者の利便増進や安全・安心の確保に向けた改修等を

行う。 

２ 概 要 

 

３ 予算額           ２４４，１３１千円 

県  債   １７３，９００千円 

一般財源    ７０，２３１千円 

 

・需 用 費   ５１，３７０千円 

・委 託 料   ２７，９１５千円 

・工事請負費  １６４，８４６千円 

内 訳 

委託料の内訳 ・設計業務 等  ２７，９１５千円 

※漏水が増加しており、水槽前に

バリケードを設置 

ペンギン水槽改修 

（男鹿水族館） 

※腐食した穴から小動物が侵入し、

漏電による誤作動が発生 

浄水場シャッター更新 

（新玉川地区整備基盤施設） 
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大阪・関西万博における東北プロモーション事業について
（観光連携団体共同事業）

誘客推進課

１ 目 的

東北６県及び東北観光推進機構が連携し、大阪・関西万博への出展やプロモーションを行うことにより、東北の認知度向上

と国内外からの誘客拡大を図る。

２ 概 要

大阪・関西万博において、東北の多様な魅力を発信する

とともに、各種媒体を通じたプロモーション等を実施する。

・開催期間：令和７年６月１３日（金）～１５日（日）

・会 場：万博会場内 EXPOアリーナ「Matsuri」

・主 催：東北６県、東北観光推進機構

※事業費は各県が等分負担

・実施内容：

【期間中の取組】

東北ＰＲブースの設置（観光、食、伝統工芸、先端技術のＰＲ 等）

民間事業者・団体等によるブース出展（飲食、物販、事業ＰＲ 等）

ステージアトラクション（東北６県の伝統芸能 等）

各県知事等が参加するオープニングセレモニー

※別途、東北絆まつり実行委員会の主催による東北絆まつりパレードを実施

【期間前後の取組】

大阪市等におけるプロモーションイベント（物販、展示、ＰＲ）

国内外のメディアを通じた情報発信（テレビ、ウェブサイト、ＳＮＳ 等）

大阪市内の主要駅等におけるデジタルサイネージ広告

大阪・関西万博ロゴマーク

ステージアトラクション（イメージ）

３ 予算額 ２１，９０３千円

内 訳
・旅 費 １，５８３千円
・需用費 １６０千円
・役務費 １６０千円
・負担金補助及び交付金 ２０，０００千円

©Expo 2025
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（参考）

EXPO アリーナ「Matsuri」東北プロモーション全体イメージ

EXPOアリーナ

七夕飾り展示
大わらじ展示

ねぶた展示

竿燈展示

出展者テント

東北ワンダートリップゾーン

伝承と革新のリアル体験ゾーン

備品倉庫

備品倉庫

大型LEDディスプレイ

出入口

出入口

東北絆まつりパレード

竿燈演技
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秋田の魅力発見・発信事業について 

 

誘客推進課 
 

 

１ 目 的 

    秋田の様々な魅力を各種媒体の特性を生かして発信するほか、アニメ・マンガを活用したＰＲを実施することにより、

秋田ファンを拡大し本県への誘客促進を図る。 
 

２ 概 要 

（１） 魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大               ３，６７４千円 

①多様なメディアを活用した秋田ファンの創出                        １，８４６千円 

     インスタグラムやフェイスブックなどのＳＮＳを通じた情報発信やフォトコンテスト等 

を実施する。 

    ②ロケ支援体制の強化                       １，８２８千円 

     ロケ地情報を発信するとともに県内主要観光地を含めたロケ地周遊マップを作成するほ 

か、市町村を対象としたスキルアップ研修会を実施する。 
 

 

（２）アニメ・マンガを活用した誘客推進事業              ６，０８２千円 

     ①「クレヨンしんちゃん」を活用した観光ＰＲ            ５，０７６千円 

     クレヨンしんちゃんゆかりの家族都市である３県（秋田県・埼玉県・熊本県）が連携し 

ながら、専用パンフレットを活用した観光ＰＲを行う。 

     ・委託先：（株）双葉社（予定） 

 

 

  

秋田内陸線と田んぼアート 

映画撮影の様子 

ⓒ臼井儀人／双葉社・シンエイ・テレビ朝日・ADK 
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     ②「ポケモン」を活用した観光ＰＲ                  １，００６千円 

     幅広い世代に人気のあるポケモンのキャラクターがデザインされたマンホール（ポケふた） 

   を含む県内１３市のデザインマンホール（アキふた）を周遊するスタンプラリーを実施する。 

・設置場所：秋田市、横手市、男鹿市、鹿角市、仙北市（ポケふた） 

              能代市、大館市、湯沢市、由利本荘市、潟上市、大仙市、北秋田市、 

          にかほ市（ポケふた以外のアキふた） 

    ・委 託 先：企画提案競技により選定 

 

 

 

 

３ 予 算                                    ９，７５６千円                                                                             

（１）魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大                         ３，６７４千円 

     内 訳                   委託料の内訳 

         ・報償費         ２６０千円    ・あきたびじょんポストカード制作 １００千円 

     ・旅 費         ８５７千円    ・動画制作            ７００千円 

     ・需用費          ２０千円    ・ロケ地周遊マップ制作      ６００千円 

     ・役務費          ７７千円 

     ・委託料       １，４００千円 

     ・使用料及び賃借料    ９６０千円 

     ・負担金補助及び交付金  １００千円 
 

（２）アニメ・マンガを活用した誘客促進事業                           ６，０８２千円 

     内 訳                   委託料の内訳 

     ・旅 費          ３０４千円        ・観光プロモーション     ２，８９０千円 

     ・需用費           ３０千円    ・イベント開催        ２，０００千円 

     ・役務費           ３５千円    ・スタンプラリー実施       ８２３千円 

     ・委託料        ５，７１３千円 

紹介ページにジャンプします。 

※画像からアキふたガイドブック 
アキふた（県内 13 市） 

ⓒPokémon. ⓒNintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 
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https://akita-fun.jp/pamphlet_download/21/download.pdf


インバウンド拡大に向けた誘客促進事業について

誘客推進課

１ 目 的
インバウンド誘客の拡大に向け、台湾便の安定的な運航や利用促進を図るとともに、香港や欧州のほか、冬季誘客が見込ま

れる国・地域における情報発信を強化する。

２ 概 要
（１）台湾誘客促進強化事業 ３６０，３９４千円

タイガーエア台湾及び現地旅行会社に対し、運航経費や旅行商品造成費の支援を行う
ほか、近隣空港からの誘客を含めた各種プロモーションを実施する。
・事業内容：航空会社、旅行会社に対する支援

食と観光プロモーションの実施
知事によるトップセールスの実施 等

・委 託 先：遊日本(同)（予定）

（２）重点市場における誘客拡大事業 １３，９１８千円
香港、フランス及び英国において、冬季コンテンツや食とアート等のテーマを中心に、

地域特性に応じた効果的な情報発信を行う。
・事業内容：インフルエンサーを活用した情報発信（香港）

食やアートを中心としたデジタルプロモーションの実施（仏・英） 等
・委 託 先：各市場の海外マーケティングサポート事業者 等（予定）

（３）冬季誘客に向けた情報発信事業 ２９，２０８千円
雪国ならではの食・文化やスキー場及びスノーアクティビティの魅力等を、冬季誘客

が見込まれる国・地域に対しＳＮＳやメディアを通じて発信する。
・事業内容：ＳＮＳやメディアを活用した情報発信（中国、韓国、豪州、タイ）

多言語パンフレットの作成 等
・委 託 先：各市場の海外マーケティングサポート事業者 等（予定） フランス語ウェブサイト

台湾での食と観光のＰＲ

※画像からウェブサイトへジャンプします。
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https://stayakita.com/fr-deep-beauty/


新しい地方経済・生活環境創生交付金(活用予定を含む） ６５，９７７千円
地域活性化対策基金 ３００，０００千円

諸収入 １７千円
一般財源 ３７，５２６千円

委託料の内訳 ・ＳＮＳ等による情報発信 ６，２７１千円
・メディア等を活用した情報発信 ２，９３４千円
・トップセールスの実施 ２，６０２千円
・旅行会社等へのセールス ２，１６６千円
・旅行会社向けセミナー ２，０３５千円
・多言語パンフレットの作成 ３，４６５千円
・旅行商品造成の支援 ３，２００千円

内 訳・人件費 ３，２０５千円
・報償費 ３５０千円
・旅 費 ６，４６５千円
・需用費 ３９０千円
・役務費 ７００千円
・委託料 ３４２，２８４千円
・負担金補助及び交付金 ７，０００千円

３ 予算額 ４０３，５２０千円

内 訳・報償費 １４０千円
・旅 費 ４，９３０千円
・需用費 ３５０千円
・役務費 ４５０千円
・委託料 ２２，６７３千円
・使用料及び賃借料 ６６５千円

（３）冬季誘客に向けた情報発信事業 ２９，２０８千円

（１）台湾誘客促進強化事業 ３６０，３９４千円

内 訳・報償費 ２３０千円
・旅 費 ７１４千円
・需用費 １５０千円
・役務費 ３００千円
・委託料 １２，５２４千円

委託料の内訳 ・インフルエンサーの活用 ２，４８１千円
・体験予約サイトの活用 １，２１０千円
・旅行会社等へのセールス ７２６千円
・デジタルプロモーションの実施 ７，５０２千円
・ＳＮＳ等による情報発信 ６０５千円

（２）重点市場における誘客拡大事業 １３，９１８千円

委託料の内訳 ・航空会社、旅行会社の支援 ３０４，７１８千円
・旅行商品造成の支援 ９，９２２千円
・食と観光プロモーションの実施 １３，６６９千円
・現地旅行博等への出展 ５，３５１千円
・トップセールスの実施 ３，０２５千円
・ＳＮＳ等による情報発信 ２，４４９千円
・現地コーディネーターの設置 ３，１５０千円
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２月下旬に公開予定のウェブサイト 

あきたの食プラットフォーム構築事業について 

食のあきた推進課 
 
１ 目 的 

県内外の食品バイヤー及び消費者の多様なニーズに対応するため、県内食品事業者とその商品、バイヤー、消費

者ニーズ等に関する情報の集約と活用を進めるプラットフォームを構築し、事業者間のマッチング機会の創出や

県産加工食品の販路拡大を支援する。 

 
２ 概 要 
（１）あきたの食情報基盤構築事業                           １０，８６０千円 

食品関係事業者及び消費者向けの情報基盤を整備するため、県内食品事業者や商品情報等を集約するデータ

ベースを令和６年度から令和８年度にかけて構築する。 

令和６年度：商品情報等のデータベース化、ウェブサイト・ポータルサイト・管理者サイトの構築 等 

令和７年度：バイヤー情報のデータベース化、事業者からの相談記録管理機能の構築 等 

令和８年度：あきた美彩館のテスト販売結果の管理・閲覧機能、データを活用した市場のトレンド分析機能 

の構築 等 

・事業内容：①データベースの構築 

          事業者からの相談記録等を一元的に管理する機能 

や、バイヤー情報のデータベース化、食品以外の 

関連事業者の検索機能を構築する。                         

（委託先：エイデイケイ富士システム(株)（予定））         

②デジタル活用推進スタッフの配置 

県内食品事業者の商品や加工技術の情報の収集と 

発信及びデータベースへの登録を推進するため、 

食品に係る専門知識を有する人材を配置する。 
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（２）カスタマーデータ活用事業                               ９，９１７千円 

データベースを活用した情報発信やマッチングを行うため、食品バイヤーや消費者ニーズに関するデータの収

集等を行う。 

・事業内容：①商談会等を活用した情報収集及び販路の開拓 

市町村や関係機関・団体との連携により首都圏商談会等に出展し、県産食品の販路開拓を支 

援するとともにバイヤー情報やニーズを収集する。 

②専門家による販路拡大に向けた個別指導 

食品マーケティングの専門家を事業者に派遣し、商品開発やブラッシュアップの推進、情報 

発信力の向上等を支援する。 

・委 託 先：商工団体 等（予定） 

 

３ 予算額                                       ２０,７７７千円 

                        新しい地方経済・生活環境創生交付金   ９,７２０千円 

                                      諸収入      ２７千円 

一般財源  １１,０３０千円 

 

（１）あきたの食情報基盤構築事業                             １０,８６０千円 

内 訳  ・人件費（デジタル活用推進スタッフ） ５,２７１千円 

・旅 費                 ４４１千円 

・需用費                  ３６千円 

・役務費                  １０千円 

・委託料               ５,０５４千円 

・使用料及び賃借料             ４８千円 

委託料の内訳  ・データベース構築          ５,０５４千円 
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（２）カスタマーデータ活用事業                                                       ９,９１７千円 

内 訳  ・報償費                 ２００千円 

・旅 費               １,２２８千円 

・需用費                 ４３０千円 

・役務費                 ２０４千円 

・委託料               ７,６５７千円 

・使用料及び賃借料             １８千円 

・負担金補助及び交付金          １８０千円 

委託料の内訳  ・首都圏商談会出展等         ６,９６１千円 

・事務費                 ６９６千円 
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韓国での道県共同見本市 

台湾での食品見本市 

県産加工品輸出拡大事業について 
 

   食のあきた推進課 
１ 目 的 

新たに輸出に取り組む事業者や更なる販路拡大を目指す事業者に商談やプロモーションの機会を提供することで、
本県加工品の輸出拡大を図る。 

 
２ 対象国・地域 
   台湾、韓国、中国 
 
３ 概 要 
（１）台湾への県産品販路拡大強化事業                ８，３９４千円 

現地コーディネーターを活用した県産加工品の認知度向上やマッチングのほか、トッ 
  プセールスや見本市への出展等を通したプロモーションを行うことで、台湾における販 
  路拡大を支援する。 
 

・委 託 先：(株)エフアイジェイ（予定） 

＜フード台北 2024公式動画＞ 

 
（２）北東北三県・北海道ソウル事務所物産共同事業            １，４７５千円 

北東北三県・北海道ソウル事務所と連携し、展示会への出展やバイヤー招聘等を行う。 
・委 託 先：(一社)秋田県観光連盟（予定） 

 
（３）県産加工品海外販路開拓事業                    ８，０９３千円 

輸出向け加工品のデジタルカタログを整備し海外バイヤーへ発信することで、海外での認知度向上を図るとと 
もに、食品事業者による中国大手ＥＣ（電子商取引）モールへの出展を支援する。 

   ・委 託 先：企画提案競技により選定 
詩の国秋田(株)（予定） 
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https://www.youtube.com/watch?v=xUsSySj2K4g&t=4s


 

 

 
 
４ 予算額                                         １７，９６２千円 

（新しい地方経済・生活環境創生交付金活用予定） 
 

（１）台湾への県産品販路拡大強化事業                                            ８，３９４千円  
内 訳 ・報償費                          ３０千円 

・旅 費                １，８００千円 
・需用費                  ４０千円 
・役務費                 １５０千円 
・委託料               ６，３３４千円 
・使用料及び賃借料             ４０千円 

                                               委託料の内訳 
                                                ・現地コーディネーターの設置等    ４，２７５千円 
                                                ・トップセールスの実施        ２，０５９千円 
 
（２）北東北三県・北海道ソウル事務所物産共同事業                           １，４７５千円 

内 訳 ・報償費                      １５千円 
 ・旅 費                    ３００千円 

            ・需用費                  ２５千円 
            ・役務費                  ３５千円 

                                              ・委託料               １，０８０千円 
                                                  ・使用料及び賃借料             ２０千円 

委託料の内訳 
                                               ・展示会への出展                   ５４２千円 
                                             ・バイヤー招聘等             ４４１千円 
                                             ・事務費                  ９７千円 
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（３）県産加工品海外販路開拓事業                                     ８，０９３千円     

内 訳 ・報償費                          ２５千円 
・旅 費                  ５８千円 
・需用費                  ６５千円 
・役務費                  ５５千円 

                                              ・委託料               ７，８５０千円 
                             ・使用料及び賃借料             ４０千円 

委託料の内訳 
                                             ・デジタルカタログの制作       ４，８５０千円 

・中国ＥＣモールへの出展             ３，０００千円 
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秋田の食をリードする食品事業者支援事業について 

食のあきた推進課 
 
１ 目 的 

県内の食品産業を牽引し、賃金水準の向上や雇用の創出にも寄与するリーディングカンパニーを創出すると 
ともに、事業者間連携を推進することで、食品事業者の事業基盤と競争力の強化を図る。 

 
２ 概 要 
（１）食品事業者連携促進事業                              ６，２５８千円 

食のリーディングカンパニーを目指す事業者への伴走支援を実施するとともに、食品事業者の連携を促進 
するため、食品産業施策の総合窓口となる伴走コーディネーターを配置する。 
 

（２）デジタルを活用した食のリーディングカンパニー育成支援事業           ４０，２８４千円 
デジタル技術の積極的な導入による経営規模の拡大や生産性及び企業価値の向上に資する取組等に必要な 

経費を補助する。 
 

【補助対象】 
①令和６年度からの継続支援事業者：２件 
・補助上限額：１，０００万円 
・支援事業者：(株)稲庭うどん小川、(株)寛文五年堂 

②令和７年度からの新規支援事業者：２件程度 
・補助上限額：１，０００万円 
・補 助 期 間：最長２年間 

【補 助 率】２／３以内 
【補助要件】事業経費の１０％以上を、ＡＩ、ＩｏＴなどのデジタル技術導入に投資することを条件とす 

る。 
 

 
 

デジタル制御盤付きつゆ類製造釜 
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３ 予算額                                     ４６，５４２千円 
新しい地方経済・生活環境創生交付金  ２０，０９４千円 

諸収入     ２７千円 
一般財源 ２６，４２１千円 

 
（１）食品事業者連携促進事業                                                  ６，２５８千円  

内 訳  ・人件費（伴走コーディネーター）   ５，２５９千円    
・旅 費                    ８４５千円    
・需用費                       ３６千円    
・役務費                      ５千円    
・使用料及び賃借料               １１３千円                          

 
（２）デジタルを活用した食のリーディングカンパニー育成支援事業                    ４０，２８４千円 

内 訳   ・旅 費                   １５３千円    
・需用費                        ５０千円    
・役務費                    ２４千円    
・使用料及び賃借料                 ５７千円 
・負担金補助及び交付金        ４０，０００千円 
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ＪＲローカル線活性化促進事業について
交通政策課

１ 目 的
ＪＲローカル線の維持・活性化を図るため、県内の沿線自治体間の情報共有や連携を強化するとともに、特に厳しい経

営環境にあるＪＲ花輪線及び北上線の利用拡大に向けた取組を支援する。

２ 概 要
（１）岩手県と協調した沿線自治体支援事業 ６，４０７千円

①ＪＲ花輪線及び北上線活性化対策自治体会議の開催 ２４８千円
沿線自治体及び秋田・岩手の両県が出席し、路線の活性化や今後の取組方

針等について協議を行う。
②ＪＲローカル線利用促進事業費補助金 ６，１５９千円
ＪＲ花輪線及び北上線の利用促進に向けた沿線自治体等による取組を補助

する。
・補助対象：各沿線の利用促進協議会又は自治体
・補 助 率：１／２以内

（２）秋田県ローカル線維持・活性化協議会の開催 ４４０千円
県内ＪＲローカル線の沿線自治体、関係交通機関等が出席し、情報や課題

を共有するとともに、今後の取組の方向性等について協議を行う。

３ 予算額 ６，８４７千円
（１）岩手県と協調した沿線自治体支援事業 ６，４０７千円

内 訳 ・旅 費 １５８千円
・需用費 ３６千円
・使用料及び賃借料       ２１３千円
・負担金補助及び交付金       ６，０００千円     

（２）秋田県ローカル線維持・活性化協議会の開催 ４４０千円
内 訳 ・報償費 ６０千円

・旅 費 １５０千円
・需用費 ７０千円
・役務費 １０千円
・使用料及び賃借料 １５０千円

ＪＲ花輪線サイクルトレイン実証実験
（利用促進協議会事業）

ＪＲ北上線沿線小学生乗車体験
（利用促進協議会事業）
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秋田空港利用促進事業について

交通政策課

１ 目 的
航空会社との連携や空港利用促進協議会を主体とした取組を推進し、本県と大都市

圏域を結ぶ航空ネットワークの維持と交流人口の拡大を図る。

２ 概 要
（１）航空会社と連携した利用促進事業 １１，０００千円

冬季の空港利用を促進するため、航空会社と連携し、利用促進キャンペーンや、
インフルエンサーを活用した観光コンテンツのＰＲ等を実施する。

（２）旅行商品造成・定着促進事業 ２，０００千円
旅行会社に対し、秋田空港を利用した新たな旅行商品の造成を支援する。

（３）秋田空港官民連携事業 １，０３０千円
官民が連携した利用促進事業を行うため、秋田空港利用促進協議会に対し負担金

を支出する。

３ 予算額 １４，０３０千円
（負担金補助及び交付金）

秋田空港利用促進協議会による
路線ＰＲ（2024年空の日まつり）

航空会社による特設サイト
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地域公共交通の維持・確保関連事業について

交通政策課
１ 目 的

住民生活や地域社会に必要なバス路線の運行等を支援することにより、地域公共交通網の維持・確保を図る。

２ 概 要
（１）乗合バス路線維持確保事業 １３０，２４６千円

バス路線を確保するため、バス事業者等に対し、運行経費の一部を補助する。
①地方バス路線運行対策費補助 ６５，９９４千円
・補助対象：広域的・幹線的な路線の運行経費（２０系統）
・補 助 率：国１／２（事業者への直接補助）、県１／２

②生活バス路線維持費等補助 ６４，２５２千円
・補助対象：市町村が助成する生活バス路線の運行経費（３９系統）
・補 助 率：県１／２、３／８、１／８（平均乗車密度（※）により３段階に区分）
※起点から終点まで平均して乗客が何人いるかを算出した数値

（２）コミュニティ交通運行支援事業 １５０，９５３千円
地域内の生活交通を確保するため、市町村に対し、運行経費の一部を補助する。

①地域内フィーダー系統確保維持費補助 ８３，８１６千円
・補助対象：市町村が運営する乗合タクシー等で国の地域内フィーダー系統（※）

補助金の対象となっているもの（９４系統）
※（１）①の広域的・幹線的なバス路線等に接続する補完的な路線

・補助条件：国庫補助上限額が運行経費の欠損額の１／２を下回った場合に差額を補助

②コミュニティ交通運行費補助 ６０，５９８千円
・補助対象：市町村が運営する乗合タクシー、公共ライドシェア等(１０８系統)
・補 助 率：県１／２

③コミュニティ交通再編促進補助 ６，５３９千円
・補助対象：路線バスからコミュニティ交通への再編における実証運行に要する経費
・補 助 率：県１／２

３ 予算額 ２８１，１９９千円
（１）乗合バス路線維持確保事業 １３０，２４６千円（負担金補助及び交付金）
（２）コミュニティ交通運行支援事業 １５０，９５３千円（負担金補助及び交付金）

乗合バス・タクシー等
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■ 地域公共交通の補助制度の概念図

補助制度

平均乗車密度

　　　　国1/2　県1/2　　
　　　　（全額補填）

県1/2　市町村1/2

　　　　国1/2　県1/2　
　　　　（一部補填） 県3/8　市町村3/8

県1/8　市町村5/8

※運行事業者…自ら又は委託を受けて運行する事業者 ※　　　　　は、補助対象額の一部のみ補助

運行主体 バス事業者・法定協議会 交通事業者 ・ 市町村 市町村

運行事業者 バス事業者 交通事業者・市町村 交通事業者・市町村・ＮＰＯ・住民組織等

運行形態 路線バス コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド交通 等

対象系統 旧市町村をまたぐ広域的な系統
地方バス（地域間幹線系統）補
助金対象外の乗合バス路線

地域間幹線系統又は鉄道に
接続する路線

地域と公共施設等の拠点を
結ぶ路線

路線再編のため実証運行を
行う系統

5人以上

3人以上5人未満

1人以上3人未満
（市町村をまたぐ系統）

1人以上3人未満
（市町村内完結系統）

1人未満 市町村が負担

地方バス
（地域間幹線系統）

生活バス 地域内フィーダー系統
コミュニティ交通
（運行費支援）

コミュニティ交通
（再編促進支援）

　　　市町村が独自に支援
　　　する場合あり           

国・県1/2　市町村1/2

県1/2　市町村1/2

県1/2　市町村1/2

※市町村が独自に
　 支援する場合あり
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秋田内陸縦貫鉄道関連予算について
交通政策課

１ 目 的
秋田内陸線の安全で安定的な運行を確保するため、鉄道事業者が行う設備整備等に対して補助するとともに、利用促進

に向けた取組を支援する。

２ 概 要
（１）第三セクター鉄道事業再構築推進事業 ２７０，７３５千円

①鉄道軌道輸送対策事業 ２３６，９８５千円
鉄道の安全対策に係る設備整備等に対して補助する。
・設備投資：踏切保安設備更新、トンネル改修等（国１／２、県１／２）
・維持修繕：車両修繕、軌道整備等（国１／２、県１／２）
・維持管理：小規模修繕等（１０／１０）

②地方鉄道運営費補助事業 ３３，７５０千円
鉄道事業運営に必要な費用の一部を補助する。
・補 助 額：＜県＞３３，７５０千円 ＜沿線市村＞計１３１，２５０千円

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 ３，６７９千円
鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため設置している基金に、基金

運用益（受取利息）を積み立てる。

（３）第三セクター鉄道利用促進事業 ３，０４６千円
①三セク鉄道利用促進事業 １，８４６千円
沿線市や事業者、商工団体等で構成する「秋田内陸地域公共交通連携協議会」
へ負担金を支出し、県内外へのＰＲや学校行事での利用促進などを支援する。
②「秋田内陸線の旅」制作事業 １，２００千円
沿線市や大館市、弘前市等で構成する「秋田内陸線・奥羽北線沿線連絡協議

会」へ負担金を支出し、首都圏における観光情報の発信などを支援する。

３ 予算額 ２７７，４６０千円
（１）第三セクター鉄道事業再構築推進事業 ２７０，７３５千円（負担金補助及び交付金）
（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 ３，６７９千円（積立金）
（３）第三セクター鉄道利用促進事業 ３，０４６千円

内訳 ・旅費 １７０千円 ・負担金補助及び交付金 ２，８７６千円

秋田内陸線PR動画（冬版）

大又川橋梁を走る列車
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由利高原鉄道関連予算について

交通政策課
１ 目 的

鳥海山ろく線の安全で安定的な運行を確保するため、鉄道事業者が行う設備整備等に対して補助するとともに、利用促進
に向けた取組を支援する。

２ 概 要
（１）第三セクター鉄道事業再構築推進事業 ５６，８５０千円

①鉄道軌道輸送対策事業 ４２，８５０千円
鉄道の安全対策に係る設備整備等に対して補助する。
・設備投資：分岐器交換、橋りょう補修等（国１／２、県１／２）
・維持修繕：軌道整備（国１／２、県１／２）
・維持管理：小規模修繕等（１０／１０）

②地方鉄道運営費補助事業 １４，０００千円
鉄道事業運営に必要な費用の一部を補助する。
・補 助 額：＜県＞１４，０００千円

＜由利本荘市＞令和６年度経常損失額と県補助額との差引額

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 １，４９４千円
鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため設置している基金に、基金
運用益（受取利息）を積み立てる。

（３）第三セクター鉄道利用促進事業 ７５０千円
由利本荘市や事業者、商工団体等で構成する「鳥海山ろく線運営促進連絡協

議会」へ負担金を支出し、旅行会社への営業活動やパンフレット作成などを支
援する。

３ 予算額 ５９，０９４千円
（１）第三セクター鉄道事業再構築推進事業 ５６，８５０千円（負担金補助及び交付金）
（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 １，４９４千円（積立金）
（３）第三セクター鉄道利用促進事業 ７５０千円（負担金補助及び交付金）

鳥海山ろく線PR動画

鳥海山とおばこ号
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県民読書環境整備事業について 

文化振興課 

１ 目 的 

「秋田県民の読書活動の推進に関する条例」及び「第３次秋田県読書活動推進基本計画」に基づき、図書館や書店等との

協働により、県民が読書に親しみやすい環境づくりや県民運動を推進する。 

 

２ 概 要 

（１）地域読書活動推進事業                      ３，６０６千円 

   子どもの読書環境を整備するため、県民寄贈の絵本や児童書を手入れした上で保育所や 

放課後児童クラブ等へ配布する。 

【読んだッチ・リレー文庫について】https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/3198 9 

 

（２）県民読書の日啓発事業                      ２，０３７千円 

１１月１日の「県民読書の日」にちなみ、多くの人に秋田への愛着を深めてもらうとと 

もに、広く読書に親しむ気運を高めるため「ふるさと秋田文学賞」の作品を募集し作品集 

を制作する。 

 

（３）「楽しく読書！」県民運動推進事業                ７，０６２千円 

多くの県民が読書を楽しく身近なものとして捉え、本を手に取る機会が増えるよう、読 

書と親和性があり知名度の高いタレントによるトークライブを行う。 

・実施時期：令和７年１１月 

・会  場：秋田市内 

・委 託 先：企画提案競技により選定 

【トークライブアーカイブについて】https://akita-dokushonomori.com/report/ 

                    （特設サイト「let’s be 読書の杜あきた」内） 読書の杜トークライブ 

読んだッチ・リレー文庫 
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（４）読書活動リトライ事業                      １，８６６千円 

「聴く読書」をコンセプトに、仕事や家事等により読書と疎遠になっている県民に対し、 

再び読書に触れてもらうきっかけを提供するため、文学作品に取り上げられた音楽の演奏 

や朗読、オーディオブックの紹介などを行うイベントを開催する。 

・実施時期：令和８年１月 

・会  場：横手市内（仮） 

・委 託 先：企画提案競技により選定 

 

（５）第４次秋田県読書活動推進基本計画策定事業           ２７５千円 

「秋田県民の読書活動の推進に関する条例」に基づく「第３次秋田県読書活動推進基本 

  計画」が令和７年度で終了することから、次期計画（令和８年度～１２年度）を策定する。 

 

３ 予算額                                                      １４，８４６千円 

                                             （諸収入１６千円、一般財源１４，８３０千円） 

（１）地域読書活動推進事業                                  ３，６０６千円 

内 訳    ・報酬等       ３，２２０千円 

・旅 費         １１４千円 

・需用費         １２８千円 

・役務費          ９９千円 

・使用料及び賃借料     ４５千円 

（２）県民読書の日啓発事業                                  ２，０３７千円 

内 訳  ・報償費       １，４１０千円 

・旅 費         １４６千円 

・需用費         ３２２千円 

・役務費         １５９千円 

聴く読書会 
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（３）「楽しく読書！」県民運動推進事業                            ７，０６２千円 

内 訳  ・報償費          ７５千円      委託料の内訳 ・出演者謝金     １，６５０千円 

・旅 費         ４００千円          ・印刷製本費         ７０６千円 

・需用費          ５２千円          ・広報掲載料          １，５８４千円 

・役務費          １７千円          ・ウェブ広告料            ５９０千円 

・委託料       ６，５１０千円          ・動画制作・配信料        ６６０千円 

・使用料及び賃借料      ８千円          ・会場使用料等        １，３２０千円 

 

（４）読書活動リトライ事業                                               １，８６６千円 

内 訳  ・旅 費           ８１千円      委託料の内訳 ・出演者謝金        ３８５千円 

・委託料        １，７８５千円                    ・会場使用料等      ７８３千円 

                                    ・広報費、事務費          ６１７千円 

 

（５）第４次読書活動推進基本計画策定事業                                          ２７５千円 

内 訳  ・報償費           ９０千円 

・旅 費           ４３千円 

・需用費           ８２千円 

・役務費           ２０千円 

・使用料及び賃借料      ４０千円 
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文化芸術による地域交流活性化事業について 

 

文化振興課 

 

１ 目 的 

専門的な知見を有するプロのアーティスト等との交流により、県民が文化芸術に親しむ機会の創出や本県の文化芸術を担

う若手の育成を図る。 

 

２ 概 要 

（１）音楽活性化アウトリーチ（※）事業               ２，８２９千円 

 

①高校生を対象としたアウトリーチ               １，４２４千円 

高校にプロの演奏家を派遣し、ミニコンサートや演奏指導を行う。 

・実施時期：令和７年６月 

・会  場：県央地域の高校 

・実施主体：ミルハスを核としたにぎわい創出実行委員会（以下同じ。） 

県、秋田市、あきた芸術劇場ＡＡＳ共同事業体、 

（一社）秋田県芸術文化協会、ＪＲ東日本秋田支社 

・講  師：東京藝術大学 藝大フィルハーモニア管弦楽団 

 

※アウトリーチ：アーティスト等が現場に出向くことで、生の文化芸術を体験でき 

る機会を提供するとともに、その楽しさや喜びを伝えていく活動 

 

 

 

音楽活性化アウトリーチ（高校） 

６年度アウトリーチの実施状況 

（音楽、美術） 
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音楽活性化アウトリーチ（県民） 

②県民を対象としたアウトリーチ                   １，４０５千円 

プロの演奏家による公開での技術指導を行い、成果発表としてミニコンサートを開 

催する。 

・実施時期：令和７年６月～１０月 

・会  場：アトリオン音楽ホールほか 

・講  師：上野耕平（サクソフォーン奏者） 

 

（２）美術活性化アウトリーチ事業                  １，４６０千円 

 

①小中学生を対象としたアウトリーチ                                ８８７千円 

普段目にする機会が少ない美術館所蔵作品を題材とした「対話型オンライン鑑賞」 

を実施する。 

・実施時期：令和７年１０月 

・会  場：県北地域の小中学校 

・講  師：東京藝術大学 大学美術館学芸研究員 

 

②高校生を対象としたアウトリーチ           （③を含む。）５７３千円 

デザイン力の向上をテーマとしたワークショップを実施し、あきた芸術劇場ミルハス 

  において成果品を展示する。 

・実施時期：令和７年６月～９月 

・会  場：秋田市文化創造館ほか（県央・県南・県北 各１回） 

・講  師：秋田公立美術大学 教員 

 

 

 

美術活性化アウトリーチ（高校） 

美術活性化アウトリーチ（小中学校） 
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③県民を対象としたアウトリーチ 

作品制作のワークショップを実施し、あきた芸術劇場ミルハスにおいて成果品を展示する。 

・実施時期：令和７年９月 

・会  場：あきた芸術劇場ミルハスロビー 

・講  師：秋田公立美術大学 教員 

 

 

３ 予算額                              ４，２８９千円 

（（一財）地域創造からの助成金２，１００千円、一般財源２，１８９千円） 

 

（１）音楽活性化アウトリーチ事業                      ２，８２９千円 

                           （負担金補助及び交付金） 

 

（２）美術活性化アウトリーチ事業                   １，４６０千円 

（負担金補助及び交付金） 
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県出身音楽家等コンサート（６年度） 

あきた芸術劇場を活用した地域のにぎわい創出事業について 

 

文化振興課  

１ 目 的 

あきた芸術劇場ミルハスを活用し、県出身音楽家と県在住アマチュア演奏家が共演するコンサートを開催するほか、周辺

施設等と連携した取組を実施し、地域のにぎわいを創出する。 

 

２ 概 要 

県出身音楽家が県在住アマチュア演奏家を指導し、本県文化芸術の底上げを図りながらプ 

ロ・アマ一体となって作り上げる吹奏楽コンサートを開催する。 

・開 催 日：令和７年９月２１日（日） 

・会 場：あきた芸術劇場ミルハス 大ホール 

・実 施 主 体：ミルハスを核としたにぎわい創出実行委員会 

県、秋田市、あきた芸術劇場ＡＡＳ共同事業体、 

（一社）秋田県芸術文化協会、ＪＲ東日本秋田支社 

 ・総 事 業 費：７，４８８千円（県６，４６７千円、入場料収入１，０２１千円） 

・連携イベント：クラシックコンサート（アトリオン）、ストリート演奏（秋田駅）、 

マルシェイベント、ロビーコンサート（ミルハス） 等 

※「ミルハス３周年記念」として一体的に開催 

 

３ 予算額                              ７，６４６千円 

（（一財）地域創造からの助成金３，２００千円、一般財源４，４４６千円） 

内 訳    ・旅 費             １６４千円 

                                 ・需用費             ６８７千円 

                                      ・役務費             ３２８千円 

                                  ・負担金補助及び交付金    ６，４６７千円 
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スポーツ振興課
１ 目 的

「スポーツ立県あきた」の実現に向け、各競技団体が行う選手強化の取組を支援するとともに、優れた素質を有する
ジュニア層の発掘を行い、高校卒業までの一貫指導による育成・強化を図る。

２ 概 要
（１）スポーツ王国づくり強化事業 １９０，２４６千円

①選手強化対策等への支援 ９６，４８０千円
競技団体が実施する選手強化対策事業に対して補助する。
・補助対象：国民スポーツ大会競技４１団体（種目別延べ４８団体）

②スポーツ医科学サポート １６，２０６千円
県スポーツ科学センターにおいて選手に対する医科学サポートを実施する。

③競技力向上対策の実施 ７６，９８４千円
選手の育成・強化のための諸施策や競技団体への指導など、県スポーツ協

会と連携した競技力向上対策を実施する。
・委 託 先：（公財）秋田県スポーツ協会（予定）

④強化策検討部会の開催 ５７６千円
外部有識者の意見を聞きながら、競技力向上対策の効果を検証するととも

に、今後の取組について検討を行う。

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業 ６，９４８千円
ジュニア期から優れた素質を有する選手の発掘・育成・強化に向け、県ス

ポーツ科学センターにおいて「ＡＫＩＴＡスーパーわか杉っ子発掘プロジェ
クト」を実施する。
・対象競技：フェンシング、スピードスケート、ライフル射撃

スポーツ王国創成事業について

ＡＫＩＴＡスーパーわか杉っ子発掘
プロジェクト「ライフル射撃」

第７８回国民スポーツ大会
バスケットボール成年男子準優勝
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（３）チームＡＫＩＴＡ強化事業 ５５，６５６千円
①チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム ３０，５１４千円
県中学・高校選抜選手に対する定期練習会の開催等により、個々のレベル

に応じた強化を通じてジュニア層全体のレベルアップに取り組むほか、上級
資格の取得を目指す指導者を養成する競技団体に補助する。
・補助対象：１０指定競技団体（スピードスケート、スキー、陸上競技、

新体操、レスリング、相撲、ラグビーフットボール、卓球、
空手道、ローイング）

②チームＡＫＩＴＡスタートアップ支援 １４，８００千円
小中学生及び高校生を対象とした各地区や県全体における定期的な合同練

習会の開催等により、選手個々のレベルに応じた適切な指導を行う競技団体
に補助する。
・補助対象：県内の競技団体（①指定競技を除く。）

③中学生強化選手の指定・育成 １０，３４２千円
将来、国民スポーツ大会やインターハイ等で上位入賞が期待できる有望な

中学生を強化選手に指定し、ジュニア育成アドバイザーによる競技力向上研
修等を実施する。
・委 託 先：(公財)秋田県スポーツ協会（予定）

チームＡＫＩＴＡ強化・育成
システム「強化練習」

中学生強化選手育成事業
「アスリート講話プログラム」
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・人件費 ８，３４３千円
・報償費 ３，２８９千円
・旅 費 ２，３５１千円
・需用費 ４２５千円
・役務費 １，４６２千円
・委託料 ７６，９８４千円
・使用料及び賃借料 ９００千円
・負担金補助及び交付金 ９６，４９２千円

・諸収入 ３，８０４千円
・一般財源 ２４９，０４６千円

（３）チームＡＫＩＴＡ強化事業 ５５，６５６千円

内 訳

・旅 費 ９４千円
・委託料 １０，３４２千円
・負担金補助及び交付金 ４５，２２０千円

委託料の内訳

・人件費（ジュニア育成アドバイザー）
６，９８２千円

・中学生強化選手育成 ３，３６０千円

・報償費 ３４６千円
・旅 費 ５，５２１千円
・需用費 ２６０千円
・役務費 ３２１千円
・委託料 ５００千円

内 訳

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業 ６，９４８千円

委託料の内訳

３ 予算額 ２５２，８５０千円

内 訳

（１）スポーツ王国づくり強化事業 １９０，２４６千円

委託料の内訳

・県民スポーツ大会の実施 １，５１８千円
・人件費 ６７，０８９千円
・事務費 ８，３７７千円

・育成プログラムの指導計画書作成・実施
５００千円
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２ 概 要
（１）県立野球場 ２７９，５４３千円

・経年劣化により不具合が発生しているスコアボード設備の更新

（２）能代山本スポーツリゾートセンター ２８９，７３４千円
・経年劣化により雨漏りが発生しているアリーナ棟の屋根等の防水改修

能代山本スポーツリゾートセンター

現行の県立野球場 スコアボード

更新後のイメージ（下段は映像表示した場合)

県有体育施設整備・改修事業について

スポーツ振興課

１ 目 的
県有体育施設について、利用者の安全・安心を確保するとともに、各種競技大会を支障なく開催できるよう施設・設備

の改修等を実施する。

更新後のイメージ（下段は映像表示した場合)
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（３）県立総合プール ２２，８８５千円
・経年劣化により不具合が発生している空調用自動制御装置部品の更新
・動作不良のあるダイビングプール及びサブプールの可動床装置の修繕
・ダイビングボードスタンドの修繕
・温水設備（電気ヒートポンプ）増設工事の実施設計

（４）鹿角トレーニングセンター １，３２９千円
・経年劣化により不具合が発生している受変電設備内機器更新の実施設計

３ 予算額 ５９３，４９１千円
・国庫支出金 ２，１０４千円
・県債 ５２９，０００千円
・一般財源 ６２，３８７千円

内 訳 ・需用費 １９，７２９千円
・委託料（監理費及び設計費） ５，０６２千円
・工事請負費 ５６８，７００千円

空調用自動制御装置部品 ダイビングボード 温水設備

受変電設備

可動床装置
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スポーツ振興課

１ 目 的
アスリート等の県内就職を支援することにより、将来、指導者としてジュニア世代を育成する「循環型の強化システ

ム」の確立に向けた取組を進めるとともに、小中学生が身近な場所で様々な競技に触れる機会の創出や、女性アスリート
が女性特有の課題に対処しながら競技継続できるよう支援を行い、県内スポーツ人口のすそ野拡大を図る。

２ 概 要
（１）アスリートのキャリア支援 １２，４９２千円

①アスリート等と企業等のマッチングサポート事業 ５，８９２千円
県内に就職し競技の継続を希望するアスリートや指導者・審判と企業等とのマッチングサポートを実施する。
・実施内容：無料職業紹介事業による就職支援

就職推進アドバイザーの配置（１名）、アスリート就職説明会の開催 等

・委 託 先：(公財)秋田県スポーツ協会（予定）
【参考】あきたアスリート就職支援ホームページ

https://www.akitaikyo.or.jp/job/

②秋田県トップアスリート正規雇用奨励金 ３，０００千円
トップアスリート等を雇用した企業等に対し、競技レベルに応じて奨励金を支給する。
・支 給 額：１００千円～１，０００千円／人

③秋田県トップアスリート競技活動サポート補助金 ３，６００千円
トップアスリートの競技活動経費をサポートする企業等に補助する。
・補助上限額：１，２００千円／年

スポーツのすそ野拡大事業について
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（２）来て、見て、やって、スポーツ体験 ２，１６７千円
小中学生を対象に、自分の競技適性を知るためのスポーツ能力測定会を実施す

るとともに、様々なスポーツに興味を持ってもらうための体験会を開催する。
・委 託 先：(公財)秋田県スポーツ協会（予定）

（３）女性アスリート支援 ２，０７２千円
女性アスリート特有の課題への対処方法を改善し、女子中高校生が競技を継続

しやすい環境をつくる。
・有識者等による女性アスリートサポート委員会の開催
・医師や栄養士等による講習会・相談会の実施
・女子中高生アスリートを対象とする血液検査の実施

（４）スポーツの推進に向けた体制整備 ２１，１３１千円
①スポーツ振興事業委託 １７，７３１千円
スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブなど、地域のスポーツ活動団体を

支援することにより、県民がスポーツに親しむ機会を創出する。
・委 託 先：（公財）秋田県スポーツ協会（予定）

②スポーツ普及奨励事業 ３，４００千円
県民を対象としたスポーツ普及・奨励事業に対して補助する。
・補助対象：（公財）秋田県スポーツ協会

女性アスリート向け講習会・相談会

スポーツ能力測定会＆体験会
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・報償費 ８７０千円
・旅 費 ２３７千円
・需用費 １０６千円
・役務費 ７２４千円
・使用料及び賃借料 １３５千円

（２）来て、見て、やって、スポーツ体験 ２，１６７千円
（委託料）

３ 予算額 ３７，８６２千円

内 訳

（１）アスリートのキャリア支援 １２，４９２千円

・報償費 ３，０００千円
・委託料 ５，８９２千円
・負担金補助及び交付金 ３，６００千円

委託料の内訳

・人件費 ４，０７０千円
・アドバイザー活動 ５１７千円
・就職支援セミナーの実施 １，３０５千円

委託料の内訳

・スタッフ等経費 ８２５千円
・機器等使用料 ５４０千円
・企画・運営費等 ８０２千円

（３）女性アスリート支援 ２，０７２千円
内 訳

内 訳 委託料の内訳

・スポーツ表彰の実施 １，３４４千円
・スポーツ少年団の支援 ７２９千円
・人件費 １５，６５８千円

（４）スポーツの推進に向けた体制整備 ２１，１３１千円

・委託料 １７，７３１千円
・負担金補助及び交付金 ３，４００千円
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新県立体育館ＰＦＩ事業について【新規】 

スポーツ振興課 

１ 目 的 

老朽化が進む県立体育館について、スポーツ科学センターの機能を集約したうえで、令和１０年秋の開館に向け、ＰＦＩ

手法により整備する。 

 

２ 概 要 

（１）新県立体育館整備・運営事業                            ２，０６４，６１２千円 

ＰＦＩ事業者の提案を踏まえ、設計、造成、準備工事等を行う。 

(参考） 

   ・総 事 業 費：約３６４億円（令和７年度分を除く約３４３億円は、債務負担行為を設定） 

   ・今後の手続等：令和７年２月１４日 提案書等の提出 

３月上旬  提案内容の審査・落札決定 

                ６月迄     事業契約締結・着手 

   ・事業スケジュール 

 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３以降 

        

        

        

 

 

（２）新県立体育館モニタリング事業                               ６，６７７千円 

ＰＦＩ事業者が提供するサービス水準を適正に確保するため、業務の監視（モニタリング）等を行う。 

・内 容:ＰＦＩ事業者が行う施設整備業務や、財務状況等のモニタリング支援 

・委託期間:令和７年６月～令和８年３月 

・委 託 先:（株）山下ＰＭＣ（予定） 

建    屋 

造成･外構 

既存施設 
（解体） 

アリーナ等整備 運営（15年 6か月） 

造成、準備工事 第 2駐車場整備 第 1駐車場、緑地整備 

アスベスト調査･設計 

アスベスト調査･設計 

解体 

アスベ

スト調

査･設計 

※解体は PFI事業外、経費は今後精査 

アスベスト調査･設計 

開館 
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３ 予算額                                   ２，０７１，２８９千円 

・社会資本整備総合交付金        ２６６，９６１千円 

・新しい地方経済・生活環境創生交付金 １７０，１２８千円 

・県債               １，３１８，５００千円 

・一般財源              ３１５，７００千円 

 

（１）新県立体育館整備・運営事業                      ２，０６４，６１２千円 

（委託料） 

・設計・工事監理           ５８８，１２２千円 

・準備工事・既存配管移設等      ７３２，２７４千円 

・造成・外構整備            ５５９，１９７千円 

・駐車場整備             １８５，０１９千円 

※ 仮プランに基づく想定であり、事業者提案によって令和７年度の実施内容が確定する。 

 

（２）新県立体育館モニタリング事業               ６，６７７千円 

              ・旅 費                   ３６０千円 

・需用費                   ６５０千円 

・役務費                    ６０千円 

・委託料                  ５，５７４千円 

・使用料及び賃借料               ３３千円 

・技術、財務等モニタリング支援      ５，２００千円 

・駐車場維持管理                        ３７４千円 

 

 

委託料 

の内訳 

委託料 

の内訳 

トレーニング室 

エントランスホール 

コンコース 
内 訳 
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２ 概 要

(１)スポーツチームを活用した冬季誘客推進事業 １，３９３千円

東京事務所と連携し、県内トップスポーツチーム等のアウェーゲーム会場において、

冬季観光・物産のＰＲブース設置、伝統文化の実演、大型ビジョン放映のほか、対戦相

手チームのＳＮＳを活用したキャンペーン等を実施する。

(２)スポーツ合宿推進事業 ２，０８４千円

県外のスポーツチーム等が県内で行うスポーツ合宿について、宿泊費の一部を補助す

る。

・要 件：次の全ての要件を満たすこと

①夏期（４月～１０月）は３泊以上であること

冬期（１１月～３月）は２泊以上であること

②県内で行う合宿や交流試合等であること

③県内のスポーツ団体又は地域住民との交流を行うこと

④合宿後のアンケート調査に協力すること

・補 助 額：１人１泊当たり １千円

・補助上限額：１団体当たり ３００千円

スポーツツーリズム推進による交流拡大事業について

スポーツ振興課
１ 目 的

スポーツと観光・食・文化等が融合したスポーツツーリズムを推進するため、本県にゆかりのあるスポーツコンテンツ
を活用し、冬季誘客を柱とした情報や魅力を多様なスポーツファン層に広く発信する。

Ｊリーグ（物販ブース）

Ｂリーグ（ＰＲブース）

Ｗリーグ（ナマハゲの実演）ラグビー合宿の交流試合
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(３)スポーツ大会・イベント支援事業               １４，０８４千円
（うち、事務費８４千円）

県外から多くの参加者が見込まれ、参加者に対して本県の観光・食・文化等のＰＲ

を行うスポーツ大会・イベントについて、運営経費の一部を支援する。

①トップアスリート大会                           ３，０００千円

・補 助 対 象：トップアスリートが参加するスポーツ大会

・補 助 率：１／２

・補助上限額：１，０００千円

②広域大会・大規模スポーツ大会 ８，０００千円

・補 助 対 象：県内の２市町村以上が連携して行うスポーツ大会、又は、県内宿泊

施設への宿泊が延べ１，０００人泊以上見込まれる大会

・補 助 率：１／２

・補助上限額：２，０００千円、又は、３，０００千円

・補 助 予 定：１００キロチャレンジマラソン大会

天皇賜杯全日本軟式野球大会

全日本スキー技術選手権大会（たざわ湖スキー場）

【参考】第６１回全日本スキー技術選手権大会
https://www.youtube.com/watch?v=6knU3LTvoiw

③世界少年野球負担金 ３，０００千円

・世界１０か国以上から少年少女が集い、野球教室や交流試合・行事など多様な国

際交流を行う「世界少年野球大会」について、スポーツによる国際交流の推進や

交流人口の拡大等を図るため、大会を支援する。

・主 催：（一財）世界少年野球推進財団、県、大仙市、(一財)日本野球連盟

・大 会 期 間：令和７年７月３０日～８月７日

・会 場：大仙市

・参 加 者：約２２０名（１０～１１歳の少年少女）

  【参考】第３０回世界少年野球（福岡大会）

https://wcbf.or.jp/fukuokataikai-jp

Ｓ/Ｊリーグ大会

天皇賜杯全日本軟式野球大会

王理事長 来県の様子
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３ 予算額 ４６，８２３千円
・「あきた元気！ＷＡＯＮ」スポーツ振興に関する寄附金 ５，１００千円
・一般財源 ４１，７２３千円

(１)スポーツチームを活用した冬季誘客推進事業 １，３９３千円
内 訳 ・報償費 ４８千円

・旅費 ３１９千円
・需用費 ４８０千円
・役務費 １０６千円
・使用料及び賃借料 ４４０千円

(２)スポーツ合宿推進事業 ２，０８４千円
内 訳 ・需用費 ７２千円

・役務費 １２千円
・負担金補助及び交付金 ２，０００千円

(３)スポーツ大会・イベント支援事業 １４，０８４千円
内 訳 ・需用費 ７２千円

・役務費 １２千円
・負担金補助及び交付金 １４，０００千円

(４)トップスポーツチームを活用した誘客促進事業 ２９，２６２千円
内 訳 ・需用費 ２６２千円

・負担金補助及び交付金 ２９，０００千円

(４)トップスポーツチームを活用した誘客促進事業 ２９，２６２千円
県内トップスポーツチームが実施する県内誘客に資する観光・食・文化の情報発信等

に要する経費の一部を補助する。
・補 助 対 象：秋田ノーザンハピネッツ､ブラウブリッツ秋田､秋田ノーザンブレッツ
・補 助 額：秋田ノーザンハピネッツ １１，０００千円

ブラウブリッツ秋田 １１，０００千円
秋田ノーザンブレッツ ７，０００千円

Ｂリーグ試合風景
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